（参考様式１）

事 業 計 画 書

事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　（地域アクションプラン名：位置付けがある場合は記載）

事業実施主体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※以下の項目について、Ａ４サイズ　３～４枚程度で簡潔にまとめて記載してください

Ⅰ　事業計画

１　事業の概要


２　事業の実施体制等について


３　事業計画の具体性


Ⅱ　事業効果（二次効果を含む。）
	＊該当する項目に○を付け、下に該当記号及びその内容を記載
（  ）ア　宿泊、飲食、土産等市町村内での消費拡大が見込めるか

（  ）イ　情報発信等により地域の知名度向上が見込めるか

（  ）ウ　地域資源の付加価値が高まる取組か


○具体的な内容（該当記号とその内容を記載）

Ⅲ　自然景観等観光基盤整備事業の追加要件

１　観光クラスターの形成
※観光クラスター整備計画（参考様式２）参照

２　プロモーション計画の作成

３　アドバイザーの活用

４　多言語対応の取組

５　妥当性（補助額が5,000万円より大きい場合に記載）
	＊該当する項目に○を付け、下に該当記号及びその内容を記載
　ア及びイは必須。ウ、エ、オ若しくはカ又はキのうちいずれか２つ以上を満たすこと（オとカは両方○でも１つとカウント）
（  ）ア　知名度、発信力及び話題性（既に全国的な知名度があること又は事業の実施により全国的な発信力及び話題性が見込めること）

（  ）イ　付帯機能（宿泊、食事、土産等消費拡大又は滞在時間の延長につながる付帯機能を１以上有すること。かつ、付帯機能に地域資源が積極的に活用され、地域の産業に波及効果が認められること）

（  ）ウ　ハブ機能（広域エリアの観光情報をきめ細かく提供することができる情報発信機能を常時有すること）

（  ）エ　交通の利便性（主要幹線道路、二次交通の結節点の近くにある等交通の利便性が高いこと）

（  ）オ　受入態勢（団体客に対する受入態勢が十分に備わっていること。また、駐車場が十分に整備

されており、大型バスの乗入れが可能であること）

（  ）カ　営業日（おおむね年間を通じて利用することができること（週休１日程度での運営等））

（  ）キ　その他（集客につながるような特別な取組を行っているもの）


○具体的な内容（該当記号とその内容を記載）

Ⅳ　体験型観光資源強化事業の追加要件（ソフト事業及び単なる備品整備の場合を除く）
１　事業戦略の作成

２　多言語対応の取組

３　妥当性（補助額が5,000万円より大きい場合に記載）
	＊該当する項目に○を付け、下に該当記号及びその内容を記載
　ア及びイは必須。ウ、エ、オ若しくはカ又はキのうちいずれか２つ以上を満たすこと（オとカは両方○でも１つとカウント）
（  ）ア　知名度、発信力及び話題性（既に全国的な知名度があること又は事業の実施により全国的な発信力及び話題性が見込めること）

（  ）イ　付帯機能（宿泊、食事、土産等消費拡大又は滞在時間の延長につながる付帯機能を１以上有すること。かつ、付帯機能に地域資源が積極的に活用され、地域の産業に波及効果が認められること）

（  ）ウ　ハブ機能（広域エリアの観光情報をきめ細かく提供することができる情報発信機能を常時有すること）

（  ）エ　交通の利便性（主要幹線道路、二次交通の結節点の近くにある等交通の利便性が高いこと）

（  ）オ　受入態勢（団体客に対する受入態勢が十分に備わっていること。また、駐車場が十分に整備されており、大型バスの乗入れが可能であること）

（  ）カ　営業日（おおむね年間を通じて利用することができること（週休１日程度での運営等））

（  ）キ　その他（集客につながるような特別な取組を行っているもの）


○具体的な内容（該当記号とその内容を記載）

Ⅴ　観光拠点整備事業の追加要件

１　妥当性
	＊該当する項目に○を付け、下に該当記号及びその内容を記載
　ア及びイは必須。ウ、エ、オ若しくはカ又はキのうちいずれか２つ以上を満たすこと（オとカは両方○でも１つとカウント）
（  ）ア　知名度、発信力及び話題性（既に全国的な知名度があること又は事業の実施により全国的な発信力及び話題性が見込めること）

（  ）イ　付帯機能（宿泊、食事、土産等消費拡大又は滞在時間の延長につながる付帯機能を１以上有すること。かつ、付帯機能に地域資源が積極的に活用され、地域の産業に波及効果が認められること）

（  ）ウ　ハブ機能（広域エリアの観光情報をきめ細かく提供することができる情報発信機能を常時有すること）

（  ）エ　交通の利便性（主要幹線道路、二次交通の結節点の近くにある等交通の利便性が高いこと）

（  ）オ　受入態勢（団体客に対する受入態勢が十分に備わっていること。また、駐車場が十分に整備されており、大型バスの乗入れが可能であること）

（  ）カ　営業日（おおむね年間を通じて利用することができること（週休１日程度での運営等））

（  ）キ　その他（集客につながるような特別な取組を行っているもの）


○具体的な内容（該当記号とその内容を記載）

●　本事業を実施するに至った経緯・動機、本事業内容（既に着手している場合は、進捗状況）、特徴、セールスポイント等を記載


※事業の方向性と補助目的との整合性がとれているか


※事業内容を分かりやすく説明した図及び資料を作成及び添付


※３ないし５年程度の事業実施スケジュール（年度ごとの主な取組など）を作成及び添付





●　事業の実施主体（責任主体）の明確性


※複数団体で事業を実施する場合等は、役割及び責任の所在が明確になっているか


●　事業の体制（財務、人員体制等）


　　※事業を遂行するに足る適切な能力及び資金を有しているか


●　観光商品づくりのノウハウ及びサービス提供の実績


※事業を軌道に乗せるためのノウハウ及び実績を有しているか


●　事業実施についての、市町村のコンセンサス


　　※当該市町村のコンセンサスが得られているか。アクションプランの位置付け、予算化の目処、協力体制等


●　事業実施についての地域との連携体制


　　※地域の各種団体との協力体制が整っているか。地域住民と良好な関係が築けているか


●　企業等がハード事業を実施する場合は、連携事業者の概要と本事業における役割など





●　事業の将来性及び成長の可能性


　　※事業の優位性及び独自性はどうか。将来性及び成長の可能性があるか


●　具体的かつ実現可能な誘客等の目標の設定


※目標設定の考え方及び根拠は明確となっているか。その目標は実現可能なものか。計画等に目標が適切に設定されているか。キャンペーン期間中に一定の成果が現れる目標設定となっているか


●　誘客対象の明確性


　　※ターゲットとするエリア、顧客の年齢層等、誘客対象が具体的にイメージされているか





●　整備した自然景観等を広く周知し、効果的な誘客を図るため、どのような広報活動に取り組むかを具体的に記載


［記載内容の例］


・広報をする地域（県内、四国、中国、首都圏、海外等）


・上記地域に広報をする狙い（県内における認知度向上、県外からの誘客による外貨獲得、新たな客層の獲得等）


・広報媒体（ポスター、チラシ、新聞、雑誌、ホームページ、Twitter、Facebook等のソーシャルネットワーキングサービス(SNS)、テレビCM、ラジオ等）


・広報時期





●　自然景観の整備や観光クラスター形成に向けたアドバイザーの活用について具体的に記載


［記載内容の例］


　　・アドバイザーの専門・得意分野


・指導・助言を求める時期、回数


・指導・助言を求める内容





●　どのような多言語対応に取り組むかを具体的に記載


［記載内容の例］


・多言語に対応する内容（ホームページ、ガイドブック、看板、ガイド、スタッフの研修等）


・どの言語に対応をするか（英語、簡体語、繁体語、韓国語、タイ語等）


・その言語を選択した理由（当該地域への来訪者が多い、高知県への来訪者が多い、近隣県への来訪者が多い等）





●　事業戦略の作成に向けた取組の状況について記載


［記載内容の例］


　　・観光拠点等整備事業費補助金の「基本構想等作成支援事業」を活用し、○月頃を目処に作成する


　　・「土佐の観光創生塾」により事業戦略を作成中であり、○月頃を目処に作成する


　　・国の交付金等を活用した事業戦略を作成中であり、○月頃を目処に作成する





●　事業戦略の内容については、以下について記載したものを基本とする


　　・現状分析　・課題設定　・事業理念　・ターゲット　・事業内容　・経済波及効果





●　事業戦略は、本事業又は別事業により作成した後、速やかに知事に提出すること





●　どのような多言語対応に取り組むかを具体的に記載


［記載内容の例］


　　・多言語に対応する内容（ホームページ、ガイドブック、看板、ガイド、スタッフの研修等）


　　・どの言語に対応をするか（英語、簡体語、繁体語、韓国語、タイ語等）


　　・その言語を選択した理由（当該地域への来訪者が多い、高知県への来訪者が多い、近隣県への来訪者が多い等）








